
                                                                                    

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

 

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

              

              

              

              

              

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                  

《発行》 諫早市立諫早図書館                        

諫早市東小路町 6-30 

TEL 0957-23-4946

図書館全館の最新情報をチェック  ➡➡➡ 公式 Twitter  公式ホームページ 

貸出者数（１日平均）    8,164人（340人）      436人（  40人） 

貸出点数（ 〃 ）     33,990点（1,416点）  1,477 点（134点） 

来館者概数（ 〃 ）   16,011人（667 人）   ―――― 

アルジャーノンに花束を 

母親から疎んじられ、施設で育った知的障害を持つ青年シャルル。学校の清掃員と

して働いていた彼に、ある日、新薬の治験のチャンスが訪れる。その新薬は飛躍的

に知能を向上させる効果があり、すでにネズミでの実験に成功、続く人体実験の被

験者にシャルルが選ばれたのだった。投薬後、シャルルの知能は飛躍的に向上し、

様々な言語の習得、数学や生物学の論文の執筆、音楽の才能までもが芽生えるほ

どになる。しかし、新薬で得た知能の向上は一時的なものであった… 

 

▼ 日 時   令和４年 9月 21日(水) １４時～ 

▼ 場 所   諫早図書館 ２階 視聴覚ホール 

▼ 定 員   ３０名 ※先着順（１３時３０分から整理券配布） 

監督：ダヴィッド・デルリュー 原作：ダニエル・キイス 出演：ジュリアン・ボワスリエほか   

  【 2006年 / フランス・スイス / 95分 】 

新型コロナウイルス感染防止のため、中止となる可能性があります 

入場前の検温・マスクの着用・手指の消毒にご協力ください 

窓や出入り口を開放するため、音や光が入ることがあります 

夏の朗読会 
 

平和への願いを込めて 
 

当日の朗読作品 

■『生きる』 『へいわとせんそう』  谷川 俊太郎 

■『よかったなあ』  まど・みちお     

■『でんでん虫のかなしみ』  新美 南吉 

■『びんぼうこびと』  ウクライナ民話 

■『戦地からの手紙－夫から妻へ―』  大塚 格（諫早市小豆崎町出身） 

8月 7日（土）11:00より、諫早図書館にて「夏の朗読会」を開催いたしました。 

今年は図書館員とティーンズスタッフのメンバーが読み手となり、平和について

の詩や物語、ウクライナ情勢にちなんでウクライナの民話などを読みました。 

また、大塚梓さまより「戦地からの手紙」著者でありお父上の大塚格さまとの思

い出や、出版にあたっての貴重なお話をいただきました。 

当日は２５名の方にご参加いただきました。ありがとうございました。 

 

 開催 
しました 

 
 

のんのこ諫早まつりの開催に伴い、図書館前の道路が通行止めと 

なるため下記の期間は駐車場をご利用になれません。 

ご来館の際は、徒歩または公共交通機関をご利用ください。 

 

 
９/１７（土） 

９/１８（日） 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://icooon-mono.com/16002-%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88pc%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%82%B3%E3%83%B3/&psig=AOvVaw08LUdVPQFGH_bF__1GV47z&ust=1617254408269000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJDL3Kvk2e8CFQAAAAAdAAAAABAJ
https://4.bp.blogspot.com/-STGpmE-suDo/V5zJVtxZruI/AAAAAAAA82k/tJKQHZJqrikZfjB-UexOg8fXIEsldshOwCLcB/s800/eiga_set.png


 

【一般書】 写真集の世界 【地域】  長崎 こんな景色あったんだ 

今月の館内展示 

※展示期間 9月 14日(水)まで 

≪図書館員のオススメ！≫ 

 

            

 
                                           

 

          

 

  

 

 

   

   

   

 

       

 

 

 

【一般書】 『 写真集の世界 』 

行ってみたい見てみたい…写真集の中にはいろんな世界がつまっています。動物に癒さ

れ、自然の美しさに感動し、人々のいろんな表情に心を奪われる体験を、写真集を通じ

て感じてください。 

 

【地域資料】『 長崎 こんな景色あったんだ 』 

長崎を愛し、長崎の歴史・文化や人々の暮らし、原爆の爪痕にもカメラを向けた東松照

明、端島の人々の生活を撮り続けた奈良原一高などの写真集を展示しています。長崎の

魅力を写真集で再発見してみませんか。 

 

【ビジネス】『 雑誌スポンサーになりませんか 』 

諫早市立図書館では雑誌スポンサー制度を導入しています。ビジネスコーナーでは 

スポンサーの事業所を月替りで紹介します。今月は『文藝春秋』を提供していた 

だいている「株式会社山下画廊」にちなみ、芸術の秋にぴったりの美術や絵画に 

関する本を展示しています。 

【視聴覚資料】『 オードリー・ヘップバーン 』 

   『永遠の妖精』とさえいわれた名優、オードリー・ヘップバーン。彼女の美しさがたく

さんつまった作品をお楽しみください！  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新しく入った資料】 

一般書 

『人はどこまで合理的か』上・下 スティーブン・ピンカー/著 草思社 

『我が人生』 ミハイル・ゴルバチョフ/著 東京堂出版 

『社会人のための文系大学院の学び方』 齋藤 早苗/著 青弓社 

『読むだけで身につく化学千夜一夜物語』 太田 博道/著 化学同人 

『快適なトイレ』 日本トイレ協会/編 柏書房 

『木箱ラベルの時代』 林 健男/著 IBCパブリッシング 

『コロナに翻弄された甲子園』 小山 宣宏/著 双葉社 
『翻訳書簡『赤毛のアン』をめぐる言葉の旅』 上白石 萌音/著 NHK出版 

『家業とちゃぶ台』 向田 邦子/著 河出書房新社 

『ミス・マープル最初の事件』 アガサ・クリスティ/著 東京創元社 

地域資料 

『散策＆鑑賞長崎市内編』 ユニプラン  

『松本四郎左衛門 月の港の干拓』（DVD） 藤本八重子/作・演出  

ＤＶＤ・ＣＤ 

『プロフェッショナル』〔130〕 小巻 亜矢/出演（ＤＶＤ） 

『新解釈三國志』 福田 雄一/脚本・監督 （ＤＶＤ） 

『みじかくも美しく燃え』（ＤＶＤ） 

『宮沢賢治の世界』全３巻（ＣＤ） 

 

【休館日カレンダー】    ･･･休館 

  ≪９月≫                ≪１０月≫ 

日 月 火 水 木 金 土 

* * * * * * 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31 * * * * * 

日 月 火 水 木 金 土 

* * * * 1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 * 

 

 

 

『母と娘はなぜ対立するのか』  阿古真理／著 筑摩書房 

母と娘の対立はなぜ起こるのか？それは、背後にある女性が生きづらい社会

構造に理由があるのではないか。本書は、筆者の体験を交えながら、戦後の高

度経済成長期から#MeTooまでの流れを読み解いていきます。改めて女性を

とりまく日本の社会について、考えるきっかけになる一冊です。 （T）                    

 


